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第Ⅲ章 基本方針 
 

１．基本理念 

  

 立地適正化計画は、福島市都市マスタープランで示すまちづくりの実現に向けた取組みであるため、

その基本理念、将来都市像、基本方針を継承します。 

基本理念 

みんなが誇れる県都ふくしまの創造 

 

立地適正化計画を策定することで「コンパクト・プラス・ネットワーク」のまちづくりを一層推進する

ための内容を一部追加し、将来に向けて夢が持てる新しい福島の創生を具現化するための政策目標 

（「暮らしを支える安心安全のまち」、「産業とにぎわいを生み出す活力躍動のまち」）の実現を目指し  

ます。 

 

２．将来都市像 

 

① 安全で安心して住み続けられる都市 

計画的・効率的な除染による原子力災害からの復興、地震や火山活動などの大規模な自然災害への

防災対策を進めるとともに、高齢者や子供たち、子育て層が暮らしやすい環境づくりを進めるなど、

誰もが快適で安全・安心に住み続けられる都市を目指します。 

② 豊かな自然や歴史・文化などを生かし、地域の個性や活力を育む、市民が誇れる都市 

吾妻連峰・阿武隈山系、阿武隈川・荒川・摺上川・松川などの豊かな自然や、果樹園、温泉地、     

歴史文化、景観などを資源として大切に生かしながら魅力の向上を図るとともに、身近な生活環境に

おける個性や地域内外の交流やコミュニティなど、市民による多様な活動などが都市の活力源となっ

ているため、これらを育み市民が誇りと愛着をもてる都市づくりを目指します。 

③ 県都として人々が集い、にぎわい、交流する都市 

商業・業務・行政・学術・文化など都市機能の集積を生かし、県都として高次都市機能の充実を   

図り、国際・広域的な情報発信や交流の活性化を図るとともに、若者などにも生きがいを感じられる

産業・雇用環境の強化を図るなど、にぎわいあふれる都市づくりを目指します。 
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３．都市づくりの基本方針 

  

① コンパクトな市街地と豊かな自然・田園が調和した都市づくり 

⚫ 既存の人口・都市機能・基盤集積を生かした効率的な都市経営を進めるため、従来の拡大・  

拡散型の都市づくりを転換し、生活環境を重視した持続可能な集約型の市街地誘導・形成と 

中心部や地域生活拠点などが連携するコンパクト・プラス・ネットワークのまちづくりを目指

します。 

⚫ また、市街地内の生活環境の向上や各地域の市民生活を支える地域生活拠点の強化を図ると  

ともに、周辺部における農業生産環境の整備、豊かな自然の保全、既存集落の維持・活性化を  

図り、市街地と周辺の自然・田園が調和した都市づくりを目指します。 

 

② 県都福島の発展を先導する中心市街地や産業拠点の活力ある都市づくり 

⚫ 中心市街地においては、県都にふさわしい商業・業務・医療・介護福祉・コンベンション・   

教育文化・交流・情報発信・まちなか居住などの都市機能の集積強化を図り、福島駅を中心と

した賑わいと回遊性あふれる中心拠点の形成を目指します。 

⚫ また、地域産業や学術機関などとの連携を図り、医療・工業・流通・研究・業務などの産業   

拠点の形成や、農商工が観光・レクリエーションと連携した拠点形成を図るなど、雇用基盤の

強化と産業振興を目指します。 

 

③ 集い・にぎわい・交流を活性化する拠点連携型の都市づくり 

⚫ 各地域の自然・農業・歴史文化・景観・観光などの資源を最大限に生かしながら、憩いや生涯

学習などの場として日常的に利用しやすい環境づくりを図り、地域内コミュニティの育成や 

観光交流人口の拡大を目指します。 

⚫ また、都市の骨格となり、かつ各拠点間や他都市との連携を図る都市軸となる道路網を整備し、

人やモノ、車、情報などの移動を活性化させるとともに、公共交通サービスの維持・向上に  

より子どもから高齢者まで全ての市民や来訪者など、誰もが移動・活動しやすい環境づくりを

進めることにより、集い・にぎわい・交流のある都市づくりを目指します。 

⚫ さらには、中心拠点や地域生活拠点などにおいて、歩きたくなる環境や自転車利用環境の充実

を図り、健康でいつまでも元気に暮らせるまちづくりや回遊・滞留性を高める都市づくりを 

目指します。 

 

④ 歴史・文化を大切にする都市づくり 

⚫ 多様な地域の風土や生活の中で本市が培ってきた多彩な歴史・文化を保存しながら、生涯学習

や交流などの場として活用促進を図り、個性的でうるおいのある都市づくりを目指します。 
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⑤ 安全で安心な人にやさしい都市づくり 

⚫ 自然災害などへの予防対策や地域の避難体制の強化、公共施設などの耐震化・老朽化対策など

減災まちづくりを進めるとともに、交通事故・犯罪などから高齢者を始めとするすべての市民

の生命と財産を守る都市づくりを目指します。 

⚫ 特に、放射能対策や地震災害からの復興、広域避難者への支援、復興を先導する拠点整備など、

希望ある復興を目指します。 

⚫ また、高齢者向け住宅、医療・保健・福祉サービス、ユニバーサルデザインの視点に立った   

バリアフリー化など環境の充実や、子育て支援環境の充実など、健康で快適に生活できる安全

で安心な人にやさしい都市づくりを目指します。 

⚫ コンパクト・プラス・ネットワークのまちづくりに資するため、公共交通を主軸に、自転車、

徒歩などの利用を促進することで、過度に自家用車に依存しないライフスタイルへの転換を 

促し、人口減少社会に対応した持続可能な都市形成を目指します。 

 

⑥ 美しい景観を育む都市づくり 

⚫ 吾妻連峰・阿武隈山系の山並みや信夫山・阿武隈川・荒川・摺上川・松川などの美しい自然   

景観や眺望景観の保全を図り、周辺の自然に映える美しい都市づくりを目指します。 

⚫ また、各地域に点在する花の名所、歴史的資源、温泉郷、商店街、公共施設などを生かしなが

ら、街並みデザインの誘導などにより、個性的で魅力的な都市景観の形成を目指します。 

 

⑦ 環境にやさしい都市づくり 

⚫ 吾妻連峰や阿武隈川・荒川・摺上川・松川などの豊かな自然に囲まれた都市として、水・空気・

土・緑などかけがえのない自然環境・地球環境と共存する、環境にやさしい都市づくりを目指

します。 

⚫ 地球温暖化防止と環境負荷の軽減のため、緑の保全・創出、コンパクト・プラス・ネットワー

クのまちづくり、公共交通利用促進とともに、再生可能エネルギーの導入や資源循環など、  

環境負荷の少ない低炭素まちづくりの推進を目指します。 

 

⑧ 市民参加・共創による都市づくり 

⚫ 多様な市民ニーズを踏まえた住みやすい都市の実現を図り、まちづくりの計画づくりやその 

実現に際して、市民参加を得ながら、創造性豊かな都市づくりを目指します。 

⚫ 特に、市民・企業等の創意工夫を生かしたハード・ソフト両面からの取組みの活性化を図り、

市民ニーズを踏まえた市民満足度の高い市民共創のまちづくりの推進を目指します。 

 

 


